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北
方
領
土
交
渉
の
今
後
の
展
望
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
四
月
二
十
六
日
付
毎
日
新
聞
朝
刊
が
、
町
田
幸
彦
記
者
の
署
名
で
、
「
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
対
日
外
交
」
と
の
見

出
し
で
、

「
今
か
ら
思
え
ば
、
偶
然
の
取
材
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
前
大
統
領
死
去
三
日
前
の
二
十
日
、
丹
波
實
・
元
駐

露
大
使
（
六
十
八
）＝
現
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
顧
問＝

の
話
を
聞
い
た
。
丹
波
氏
は
、
橋
本
龍
太
郎
首
相
と
エ
リ

ツ
ィ
ン
大
統
領
が
日
露
関
係
改
善
を
目
指
し
た
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
合
意
（
九
七
年
）
と
川
奈
会
談
（
九
八
年
）
で
当
時
、

外
務
審
議
官
と
し
て
交
渉
に
携
わ
っ
た
。

『
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
時
代
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
誠
に
残
念
だ
』
。
丹
波
氏
は
悔
や
み
き
れ
な
い
様
子

だ
っ
た
。
『
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
』
と
は
、
北
方
四
島
返
還
に
向
け
た
日
露
平
和
条
約
締
結
の
可
能
性
だ
。
『
二
〇
〇
〇
年
ま

で
の
平
和
条
約
調
印
を
目
指
す
』
と
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
合
意
で
確
認
し
た
。
『
領
土
問
題
を
何
と
か
し
た
い
』
と
エ
リ

ツ
ィ
ン
氏
が
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
同
氏
の
健
康
悪
化
や
九
八
年
の
ロ
シ
ア
金
融
危
機
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
側
が

歩
み
寄
る
状
況
は
遠
の
い
た
。

も
っ
と
も
エ
リ
ツ
ィ
ン
氏
の
『
軟
化
』
を
額
面
通
り
受
け
取
っ
て
よ
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。
あ
る
ロ
シ
ア
外
交
関
係
者
は

一



『
エ
リ
ツ
ィ
ン
氏
が
大
統
領
時
代
に
本
気
で
領
土
交
渉
に
取
り
組
も
う
と
し
た
と
は
思
え
な
い
』
と
回
想
す
る
。
エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領
の
指
示
で
、
露
外
務
省
が
北
方
領
土
問
題
解
決
を
具
体
的
に
検
討
し
た
こ
と
は
な
い
と
言
う
。
た
だ
、
機
運
の
盛

り
上
が
り
が
先
行
し
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
。

そ
し
て
今
、
北
方
領
土
に
関
し
て
プ
ー
チ
ン
政
権
は
『
ロ
シ
ア
の
主
権
』
を
盾
に
、
強
気
一
点
張
り
だ
。
丹
波
氏
は
今
後

を
こ
う
占
う
。
『
現
在
の
体
制
で
は
、
（
平
和
条
約
問
題
を
め
ぐ
る
）
日
露
関
係
は
動
か
な
い
。
十
年
は
だ
め
だ
ろ
う
。
日

本
は
む
や
み
に
動
く
べ
き
で
は
な
い
』
。
交
渉
の
最
前
線
に
い
た
外
務
省
Ｏ
Ｂ
の
実
感
と
し
て
、
重
く
響
く
言
葉
だ
。
」

と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

外
務
省
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
氏
が
大
統
領
時
代
に
本
気
で
領
土
交
渉
に
取
り
組
も
う
と
し
た
と
は
思
え
な
い
と
い
う
認
識
を

有
し
て
い
る
か
。

三

外
務
省
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
体
制
で
は
、
北
方
領
土
問
題
を
め
ぐ
る
日
露
関
係
は
動
か
な
い
と
い
う
見
通
し
を
有
し

て
い
る
か
。

四

外
務
省
は
、
北
方
領
土
交
渉
は
今
後
十
年
は
動
か
な
い
と
見
て
い
る
か
。

五

外
務
省
は
、
北
方
領
土
交
渉
に
つ
い
て
、
日
本
は
む
や
み
に
動
く
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

二



右
質
問
す
る
。

三


